
「中四国・瀬戸内クルージングサミット」開催
　中四国・瀬戸内クルージングサミットが新居浜マリーナ
で開催されました。「海の路」としての瀬戸内海を見直し、
「海辺の文化」を創造することで、関係市相互の連携や地
域の活性化を図ることを約束しました。

　落語家の笑福亭学光氏を迎えて「笑って笑ってお元気
に」と題した介護予防講演会がマリンウェーブで行われま
した。自身の体験談を含めながら、身振り手振りで話し、
参加している人は終始笑いに包まれていました。

笑った笑った介護予防講演会

3
7/

25
6/

29
6/ カレーパーティーで交流会

　財田里山ビオトープで空中田植えなど環境活動体験が行
われました。空中田植えのほか、貴重植物の繁殖を図るた
め、植物を分けて湿地帯に移したり、昆虫や水生生物など
を採取し、名前を調べる自然観察会も行いました。

ビオトープで空中田植え

　比地二幼稚園児と比地小学校の１年生が「カレーパーテ
ィー」をしました。5歳児が自分たちで植えた野菜を使っ
てカレーを作り、1年生を園に招待したもので、小学生ら
しくなった1年生をまぶしそうに見ていました。

18
6/
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特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　
　
　

三
豊
市
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

児
童
を
育
て
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
認
定

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度
以
上

の
障
が
い
を
お
持
ち
の
子
ど
も
を
、
監
護
し
て
い
る
父
も
し

く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者
。

● 

受
給
資
格
者

　

毎
年
8
月
に
「
所
得
状
況
届
」
を
市
役
所
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
8
月
上
旬
に
、
受
給
資
格
者
へ
所
得

状
況
届
に
関
す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

し
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

法
務
省
の
見
解

　

「
同
和
問
題
は
怖
い
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
が
な
お
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
に
乗
じ
、
同
和
問
題
を
口
実
と
す
る
不
当
な
要
求
、

不
当
な
行
為
な
ど
の
え
せ
同
和
行
為
が
横
行
し
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
え
せ
同
和
行
為
は
こ
れ
ま
で
為
さ
れ
て
き
た
啓

発
の
効
果
を
一
挙
に
覆
し
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え

付
け
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

（
「
え
せ
同
和
行
為
対
策
大
綱
」
抜
粋
）

（
※
注
）
2
0
1
0
年
1
月
、

岡
山
県
警
は
恐
喝
容
疑
で
8

人
を
逮
捕
し
ま
し
た
。
同
和

団
体
名
を
名
乗
っ
て
「
買
わ

な
い
と
若
い
者
が
行
く
ぞ
」

な
ど
と
電
話
で
脅
し
、
1
冊

5
〜
6
万
円
で
図
書
を
押
し

売
り
し
て
い
ま
し
た
。
全
員
、

同
和
団
体
と
は
無
関
係
の
出

版
社
員
で
し
た
。

● 

所
得
状
況
届

● 

手
当
を
受
け
る
に
は

● 

手
当
月
額
（
平
成
23
年
4
月
現
在
）

　

1
級
（
重
度
障
害
児
）
5
0,
5
5
0
円

　

2
級
（
中
度
障
害
児
）
3
3,
6
7
0
円

※
所
得
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

● 

受
給
で
き
な
い
場
合

・
児
童
や
、
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者
が
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
な
い
と
き

・
児
童
が
、
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と
き

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

じ
ん
け
ん
探
訪
17

同
和
を
か
た
る
不
法
行
為

◆
会
社
や
施
設
に
電
話

高額図書の押し売りは、電話が利用され、
先方は連絡先を言わず一方的である

勝手に送り付けられた図書は、分厚い
ボックスケースに入り、とても重い

誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か

◆
図
書
押
し
売
り
へ
の
対
応

センター

▼
問
い
合
わ
せ

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
62
・
1
1
1
5

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん　
　
　
　

こ　
　
　
　

き
ゅ
う

心　

子　

救

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
る
た
め
に
、不
審
者
情
報
を

メ
ー
ル
で
一
斉
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
、知
り

た
い
情
報
を
選
ぶ
と
、携
帯
電
話
や
家
の
パ
ソ
コ
ン
で
メ
ー
ル
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

方
法 

① 

携
帯
電
話
で
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
メ
ニ
ュ
ー

の
『
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
』
か
ら
登
録
。

方
法 
② 
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

m
ito
yo
1012@

kk.88island
.jp

【
登
録
方
法
】

QRコード▲不審者情報メール受信画面

▽
不
要
な
場
合
は
「
い
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
断
っ
て
電

話
を
切
り
ま
す
。
「
い
い
で
す
」
と
か
「
結
構
で
す
」
は

承
諾
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

▽
契
約
し
て
い
な
い
図
書
を
勝
手
に
送
り
付
け
て
代
金
を
請

求
す
る
の
は
違
法
行
為
で
す
の
で
返
送
（
受
け
取
り
拒

否
）
し
ま
す
。
送
料
は
先
方
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
電
話
で
「
買
う
」
と
言
っ
た
場
合
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
」
と
い
う
解
約
制
度
を
利
用
し
ま
す
。
契
約
内
容
を

「
解
約
し
ま
す
」
と
明
記
し
て
内
容
証
明
で
先
方
に
通
知

し
ま
す
。

▽
福
祉
施
設
に
同
和
団
体
を
名
乗
っ

た
電
話
が
か
か
り
「
1
冊
5
万
円

の
本
を
購
入
し
て
ほ
し
い
」
と
要

求
さ
れ
ま
し
た
。

▽
建
設
会
社
に
電
話
が
か
か
り
「
同
和
問
題
の
解
決
に
協
力

し
て
ほ
し
い
。
図
書
を
送
る
の
で
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」

と
要
求
さ
れ
ま
し
た
。
「
い
ら
な
い
」
と
答
え
る
と
突
然

先
方
は
声
を
荒
げ
ま
し
た
。

▽
学
校
や
寺
院
、
個
人
宛
に
も
同
様
な
電
話
が
入
り
、
4
万

円
を
超
え
る
書
籍
の
購
入
要
求
が
あ
り
、
断
る
と
威
圧
的

な
言
葉
遣
い
に
豹
変
し
ま
す
。

▽
他
に
も
交
通
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
か
か
わ
っ
て
、
あ

た
か
も
同
和
関
係
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
威

圧
す
る
ケ
ー
ス
等
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
（
※
注
）

　

そ
の
結
果
、
同
和
地
区
関
係
者
に
対
す
る
否
定
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
増
幅
さ
れ
、
問
題
解
決
を
遅
ら
せ
る
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
を
法
務
省
は
「
え
せ
同

和
行
為
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
行
為
者
も
問
題
で
す
が
、

「
同
和
問
題
は
こ
わ
い
こ
と
」
と
誤
解
し
て
避
け
よ
う
と
し

た
り
、
不
法
な
圧
力
や
要
求
に
屈
し
た
り
し
て
い
る
側
に
も

問
題
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日　

時

8
月
24
日
（
水
）
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

場　

所

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

講　

師

栗
原　

美
和
子　

先
生

（
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
作
家
）

テ
ー
マ

｢

橋
は
か
か
る

〜
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
猿
ま
わ
し
芸
人

　
　
　
　
　
　

私
た
ち
夫
婦
に
で
き
る
こ
と
〜
」

※

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
有
り

すでにすでに約3,0003,000人
　　　が　　　が登録登録！！
すでに約3,000人
　　　が登録！！

不
審
者
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
ま
す
か
？



全国大会出場おめでとう！（全国小学生陸上交流大会）
　全国小学生陸上交流大会に出場する小学生が市長を表
敬訪問しました。100ｍに出場の林貢くん、松浦圭祐くん
は「自己ベストを目指します」と80ｍ障害に出場の山下
和毅くんは「全国でも入賞したい」と思いを伝えました。

　三豊市文書館の開館記念式典が行われました。郷土の
歴史的・文化的価値のある文書や地域資料、刊行物などを
収集し、市民の共有財産として将来に引き継ぐとともに、市
民が閲覧できるように整理・保管しています。

地域文化の発展を支える文書館がオープン

5
7/

26
6/

全国ラージボール卓球大会で優勝

　大浜幼稚園でじゃがいも、玉ねぎ、梅の実の収穫を行い
ました。「やさいえん」では地域の人たちからいただいた
苗を植え、育てています。収穫したじゃがいも・玉ねぎは
みんなでカレーを作り、梅の実は梅干しにする予定です。

やった！おばけ玉ねぎがとれたよ

　「第24回全国ラージボール卓球大会」で、真鍋英雄さん（高
瀬町）が優勝しました。男子シングルス70（70～75歳未満）
のクラスと、男子ダブルス140（合計140歳以上）のクラスで
Ｗ優勝。卓球は真鍋さんの生きがいになっているそうです。

15
6/

9～12
6/
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

限
度
額
適
用
･
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
規
申
請
）
の
交
付

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
が
開
始

日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
人
に
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

今
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
8
月
1
日
以
降
適
用
に
な
る
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
入
院
時
に
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
提
示
す

れ
ば
、
入
院
時
の
一
部
負
担
金
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
「
保
険
料
の

免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
「
免
除
」
、
「
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
」
、
ま

た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

● 

対　

象

● 

免
除
制
度
は
次
の
3
種
類

・
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
員
全
員

が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人
（
区

分
Ⅱ
）

・
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
員
全
員

が
住
民
税
非
課
税
で
、
世
帯
員
全

員
の
各
所
得
金
額
（
年
金
所
得
は

控
除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）

が
0
円
で
あ
る
人
（
区
分
Ⅰ
）

● 

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
平
成
23
年
度
非
課
税
証
明
書
（
本

人
ま
た
は
世
帯
員
が
平
成
23
年
1

月
1
日
に
市
内
に
在
住
し
て
い
な

い
場
合
）

※
手
続
き
は
健
康
課
ま
た
は
各
支
所

で
で
き
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
に
認
定
証
の
交
付
を
受

け
、
引
き
続
き
対
象
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人
に
は
、
有
効
期
間
を
更
新

し
た
認
定
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
か
ら
「
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
」
が
「
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
」
と
な
り
、
父
子
家
庭
等
の

父
も
助
成
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
受
給
資
格
の
登
録
申

請
が
必
要
で
す
。
健
康
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

対　

象

● 

必
要
な
も
の

● 
助
成
開
始
日

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課　

☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎ 

73
・
3
0
1
4

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局　

　

☎
0
8
7
（
8
1
1
）
1
8
6
6

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

☎
73
・
3
0
0
5

　

善
通
寺
年
金
事
務
所　

☎
0
8
7
7
（
6
2
）
1
6
6
0

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

〜
父
子
家
庭
等
も
対
象
〜

認
定
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
病
で
在
宅

療
養
を
し
て
い
る
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
著
し
く
支
障
の

あ
る
児
童
に
、
次
の
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。
（
世

帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
た
自
己
負
担
が
必
要
で
す
）

便
器
・
特
殊
マ
ッ
ト
・
特
殊
便
器
・
特
殊
寝
台
・
歩
行
支

援
用
具
・
入
浴
補
助
用
具
・
特
殊
尿
器
・
体
位
変
換
器
・

車
い
す
・
頭
部
保
護
帽
・
電
気
式
た
ん
吸
引
器
・
ク
ー
ル

ベ
ス
ト
・
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
・
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

（
吸
入
器
）
・
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）
申
請

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
全
額
免
除
ま
た
は
半
額
納
付
な
ど
の
一
部
納
付
と
な
り
ま

す
。
な
お
一
部
納
付
額
が
未
納
の
場
合
、
未
納
と
同
じ
に
な

り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
を
申
請
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
お
よ
び
納
付
書
、

印
鑑
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
持
っ
て
、

市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
（
平
成
23
年
1
月
1
日

現
在
）
で
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳
到
達
後
最
初
の

3
月
31
日
ま
で
）
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の
児
童
を
監
護
し
、

か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
そ
の
他
（
母
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
な

ど
）

● 

対　

象

・
平
成
23
年
7
月
1
日
以
前
1
年
間
、
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
。

・
在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人
（
障
害
者
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム

等
入
所
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）  

※
転
出
入
・
死
亡
等
に
よ
り
支
給
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

● 

支
給
額

　

8,
0
0
0
円
〜
1
4,
0
0
0
円
（
年
額
）

・
障
が
い
の
種
類
や
程
度
ま
た
は
年
齢
に
よ
り
支
給
額
が
異
な

り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
人
は
支
給
額
の
半
額
を
支
給
し
ま
す
。

● 

申　

請

　

福
祉
年
金
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
今
ま
で
に
申

請
さ
れ
た
人
は
、
再
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規
に

手
帳
を
取
得
さ
れ
た
人
は
市
か
ら
送
ら
れ
た
申
請
書
と
各
手
帳
、

振
込
先
の
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。  

　

昨
年
申
請
し
て
い
な
い
人
も
、
申
請
で
き
ま
す
。
支
給
は
12

月
中
旬
ご
ろ
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
現
金
で
の

お
渡
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

※過去1年の区分Ⅱの限度額適用・標準負担額減額認定を受けていた期間の入院日数

区分
一般

区分Ⅱ

区分Ⅰ

過去１年の合計入院日数が90日※以内の場合
過去１年の合計入院日数が90日※を超える場合

食事代（1食あたり） 1カ月の自己負担限度額
260円
210円
160円
100円

44,400円

24,600円

15,000円

①
保
険
証

②
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
の
写
し

③
印
鑑

※
平
成
23
年
1
月
1
日
に
三
豊
市

に
住
所
が
な
か
っ
た
人
は
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
該
当
者
は
登
録
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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